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和歌山地域経済研究機構 設立趣旨
現在、地域経済の活性化が叫ばれている。そのために行政・
産業界挙げて種々の対策が講じられてきているが、思うよう
な成果を挙げるに至っていない。特に、和歌山においては起
業率及び現在企業の成長率がそれほど高くない。
また、急速な技術革新、情報化及び産業の構造変革に的確
に対応できる企業も多くないと思われる。
こうした状況を打開するために、平成 8年 3月に和歌山大
Jシステム工学部、近畿大学生物理工学部及び和歌山商工会
議所の三者が共同して、 「産学交流センタ ーjを開設し、地
元企業:二対して新しい技術開発や人材確保の支析を開始した。
企業の発展には技術開発が最優先されるが、さらにそれを
取り巻く環境整備が不可欠となるつ企業経営者の聞にも、経済・
社会・政治の動向や有効な企業経営方法等に関する知識を求
める宵がより高まってきている c
今般、こうした要請に応えるために、和歌山大学経済学部、
和歌山社会経済研究所及び和歌山商工会議所の三者による 「干1
歌山地域経済研究機構jを設置する運びとなった。これまで、
一方において大学が所有する人的・知的資産の地域への還JC
が不十分であり、他方において地域経済の側からの要請も希
市であった。こうした隙間を埋めることが本機栴の設立の最
も7主要な趣旨である。本機構は、独自の活動を行うとともに、
同ーの趣旨で設立された 「産学交流センタ-Jや行政とも連
携を図りながら、地域経済の一層の発展に寄与することを目
的とする。
8年度研究会のうごき
9年度の研究テーマ策定のため下記の研究・分析を行った。
・和歌山県における企業と地域の相互補完
-新分野進出について
-消費者ニース守と企業責任
「ニーズの多様化」とマーケティング
.消費者行動論の現実
.ニット産業における子作りマーケテイング
平成9年度事業実施計画
急激に変化する社会伯勢の中で、企業を取り巻く環境もま
た大きな転換期を迎えており、和歌山県もその例外ではあり
ません。
このような中で、 21由紀に向けて、県内企業が健令に発展
していくためには、常に時代の変化を的確に捉え、新たなニ
ーズに即応した技術開発や市場開拓、経営ノウハウの導入な
どの経営革新に取り組む必要があります。
そのための一助となるべく、以下の調査活動を行い地域活
性化方策の具体化を目指します。
特に本年は、大阪湾環状交通体系の形成と太平洋新国土軸
の要となる紀淡連絡道路の活用による和歌山地域の活性化を
図るためのグランドデザインの策定を行います。
A.和歌山県及び和歌山市の経済市場構造の特殊性とその対
応について
チーフ:大泉英次和歌山大学経済学部教授
B. ニーズの多様化、規制緩和の進展に対する経営戦略につ
いて
チーフ:崎山 頒ー和歌山社会経済研究所部長
c. I紀淡連絡道路Jの活用による和歌山地域の活性化をは
かるためのグランドデザインの策定
チーフ:小田 章和歌山大学経済学部教授
D. I西防波堤沖埋立地」の有効利用に関する分析
チーフ:小田 章和歌山大学経済学部教授
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